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　現在、東海村では平成16年４月

のオープンを目指して、（仮称）東

海村総合福祉センター（以下、福

祉センター）の建設工事を進めて

います。今月号では、福祉セン

ターの概要と機能などについてご

紹介します。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
「
駅
東
大
通
り
」

（
東
海
駅
五
反
田
線
）
の
南
側
一
体
、
敷

地
面
積
約
八
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
大
な
敷
地
に
建
設
さ
れ
る
、
延
床
面

積
約
六
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
部
二
階
建

て
の
福
祉
施
設
で
す
。
こ
の
施
設
は
、

今
ま
で
村
内
に
分
散
し
て
い
た
福
祉
・

保
健
関
係
施
設
を
一
か
所
に
集
約
す
る

だ
け
で
な
く
、
新
た
な
機
能
を
持
た
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
海
村
の「
福
祉
の

拠
点
」と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
建

屋
的
に
は
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
、
障
害

者
セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
四
つ
の
セ
ン
タ
ー
と
、
そ

れ
ら
四
つ
の
機
能
を
ま
と
め
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
情
報
の
一
元
化
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
機
能
も
担
う
「
共
用
エ
リ

ア
」と
呼
ば
れ
る
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。
大
き
な
特
徴
は
、
今
ま
で
本
村
に

は
な
か
っ
た
「
児
童
セ
ン
タ
ー
」
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
高
齢

者
以
外
の
人
も
利
用
で
き
る
露
天
風
呂

付
き
の
入
浴
施
設
、
高
齢
者
の
機
能
回

復
用
プ
ー
ル
、
障
害
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
用
の
入
浴
施
設
、
映
画
会
・
音
楽
会

も
で
き
る
視
聴
覚
室
、
そ
れ
に
加
え
、

多
目
的
広
場
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
、
ア
ス

「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」の
概
要
は
？

■高齢者センター　現在の「みどり荘」の機能を、設備や内容を充実させて移転します。入浴によ

る健康増進・心身のリフレッシュを図るための風呂は、内風呂と露天風呂の２種類を設置しま

す。水泳や水中体操を通して機能回復を図るための室内プール、カラオケや舞踊ができる舞台

付き大広間（80畳）、ゆっくり休める休養室もあります。また、各種創作活動ができる作業場や

陶芸用の窯も設置されます。このセンターにはシルバー人材センターの事務室も入ります。

■障害者センター　現在の「はまざく」の機能を、設備や内容を充実させて移転するとともに、新

たに障害者を対象としたデイサービス事業を開始します。対象者は送迎によりこのセンターを

利用し、「入浴サービス」「食事サービス」を受けます。浴室には、通常の入浴ができる浴槽と、

通常の入浴が困難な方のための「特殊浴槽」の２種類が設置され、通常浴槽への入浴を補助する

ためのリフト機器も設置されます。

■児童センター　今まで村にはなかった新たな施設です。子育て中のお母さんやお父さん、子ど

もたちの活動拠点・情報交換の場となるものです。遊びを通して子どもたちの体力増進を図る

ための遊戯室、子育てに不安を感じているお母さんへのアドバイスやカウンセリングのほか、

子育て活動にも使用できる育児支援室、児童関係図書を集めた図書室などが設置されます。セ

ンターには指導員が常駐します。

■保健センター　現在の保健センターの機能を、設備や内容を充実させて移転します。専門ス

タッフの指導によりリハビリ訓練が受けられる機能回復訓練室、胃がん・乳がん検診や予防接

種、乳幼児検診などに利用される集団検診ホールのほか、診察室、歯科指導室、母子・保健相

談室などが設置されます。このセンターには保健師が常駐します。

■共用エリア　上記４センターの中心に位置するエリアで、音楽会・映画会にも活用できる視聴

覚室、軽スポーツやレクリエーションができる多目的ホール、ボランティアの活動拠点となる

ボランティア室などのほか、食堂や喫茶コーナー、売店が設置されます。このエリアには社会

福祉協議会と訪問看護ステーションの事務室が入ります。「心配ごと相談」はここで行われます。

■その他（屋外施設）　屋外には、高齢者の交流や生きがいづくりのため、花木や野菜の栽培を行

う「ふれあい農園」（仮称）、芝張りのクロッケーコート２面、児童が楽しく遊べるアスレチック

フィールド、水に親しめる親水公園、敷地内を散策できる遊歩道などが設置されます。

福祉センターの建屋ごとの機能と特徴レ
チ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
を
併

設
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
白
を

基
調
と
し
た
明
る
く
開
放
的
な
構
造
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
外
観
は
、
各
セ
ン

タ
ー
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
、
屋
根
の

形
状
が
異
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
内
部
に

つ
い
て
も
各
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
が
廊
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下
に
対
し
一
直
線
上
に
位
置
す
る
よ
う

配
置
し
、
利
用
者
が
迷
わ
な
い
よ
う
工

夫
す
る
な
ど
、
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
機

能
性
が
融
合
し
た
つ
く
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
築
に
要
す

る
費
用
で
す
が
、
用
地
費
と
し
て
約
七

億
五
千
万
円
、
土
地
の
造
成
工
事
費
と

し
て
約
七
億
八
千
万
円
、
建
築
工
事
費

と
し
て
約
二
十
七
億
一
千
万
円
、
合
計

で
約
四
十
二
億
四
千
万
円
で
、
こ
れ
ら

は
国
か
ら
の
交
付
金
約
二
十
八
億
九
千

万
円
、
基
金
（
積
立
金
）約
四
億
四
千
万

円
、
残
り
が
一
般
財
源
で
賄
わ
れ
ま
す
。

　

東
海
村
に
お
け
る
保
健
・
福
祉
施
設

は
、
今
ま
で
個
別
に
整
備
さ
れ
て
き
た

た
め
、
村
内
各
所
に
分
散
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
ま
た
、
施
設
内
に
は
段

差
が
あ
っ
た
り
身
障
者
用
ト
イ
レ
が
な

い
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
に
な
っ

て
い
な
い
上
、
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
村
で
は
こ
れ
ら
の
施

設
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
活
発
な
福
祉
活

動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
の
一

つ
と
し
て
い
ま
す
が
、
活
動
の
広
が
り

や
参
加
者
の
増
加
に
伴
い
、
施
設
の
狭

さ
が
問
題
に
な
る
な
ど
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

保
健
や
福
祉
、
医
療
に
対
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
も
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

展
の
中
で
日
増
し
に
高
ま
る
と
と
も

に
、
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
施
設
の
物
理

的
な
問
題
点
や
住
民
意
識
の
変
化
に
、

迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

分
散
し
て
い
る
施
設
を
そ
の
機
能
を
維

持
・
拡
大
す
る
形
で
一
体
化
し
、
よ
り

効
率
的
な
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

可
能
に
す
る
総
合
的
な
福
祉
施
設
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
施
設
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
村
の
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
の
主
眼
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
、
障
害
者
の
社
会
参
画
、

お
母
さ
ん
方
の
子
育
て
支
援
、
病
気
の

予
防
や
病
後
の
リ
ハ
ビ
リ
の
ほ
か
、
住

民
の
皆
さ
ん
へ
の
福
祉
情
報
の
提
供
や

　村では、平成16年４月のオープンを目指して建設

を進めている（仮称）東海村総合福祉センターの愛称

を募集しています。このセンターが、地域の皆さん

をはじめ多くの方々にいつまでも愛され親しまれる

施設となるよう、素敵な愛称をお寄せください。

■応募資格 特に制限はありません。

■応募期間 ３月10日（月）まで（当日消印有効）

■応募方法 官製はがきに　愛称　愛称の説明・

由来または意図　郵便番号・住所・氏名（ふりが

な）・年齢・職業・勤務先（学生の場合は学校名・

学年）・電話番号――を記入の上、ご応募くださ

い。なお、作品は自作・未発表のものであれば一

人何点でも応募できますが、はがき１枚につき１

点に限ります。※封書、ファクシミリおよび電子

メールでの応募も受け付けます。

■賞　　品 　最優秀賞（１点）…賞状ならびに５

万円分の旅行券　　優秀賞（２点）…賞状ならびに

１万円分の旅行券　　佳作（２点）…賞状ならびに

５千円分の旅行券

■選考方法 応募のあった愛称候補の中から、

「（仮称）東海村総合福祉センター愛称審査委員会」

で選考の上、入賞作品を決定します。同一作品複

数の場合は、抽選により表彰者を決定します。

■発　　表 ３月末日までに入賞者本人に通知す

るほか、「広報とうかい」等で発表します。

■作品の取り扱い　　入賞作品の著作権および作品

を使用するすべての権利は、東海村に帰属しま

す。　最優秀作品は（仮称）東海村総合福祉セン

ターの愛称として各種印刷物、センター案内等に

幅広く活用します。　入賞作品は補作して使用す

ることがあります。　応募作品は返却しません。

■申し込み・問合せ　（仮称）東海村総合福祉セン

ター愛称募集係（福祉部福祉課地域福祉係内　〒

319-1192　東海村白方1748-1　　282-1711　内線

11 6 6・1 1 6 7　F A X 2 8 2 - 8 9 1 9　電子メール

fukusi@vill.tokai.ibaraki.jp）

福
祉
活
動
の
支
援
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
、
事
業
の
枠
を
越
え
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
結
び
機
能
さ
せ
よ
う
と
す

る
点
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠
か

せ
な
い
の
で
す
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
の
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す

く
、
い
つ
ま
で
も
愛
さ
れ
る
施
設
に
す

る
こ
と
で
す
。
現
在
村
で
は
、
各
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
実
施
す
る
事
業
の
具
体

案
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
住
民
の
皆
さ
ん
に
十
分
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
意
見
交
換

会
」等
を
開
催
し
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
、
施
設
運
営
に

生
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
に
深
く
結
び
付

い
た
福
祉
行
政
は
、
皆
さ
ん
と
行
政
が

共
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

福
祉
部
福
祉
課
地
域
福
祉
係（　

282
局

１
７
１
１　

内
線
１
１
６
６
）

愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て

な
ぜ
建
設
す
る
の
？

問
合
せ

ぜひご応募ください

（仮称）東海村総合福祉センター

愛称募集
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住
み
良
い
村
松
を
つ
く
る
会（
村
松
地
区
）

こ
れ
ま
で
三
つ
の
項
目
に
関
す
る
具
体
的
な
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

①
教
育
分
野
…
地
区
の
歴
史
に
関
す
る
講
演
会

の
り

お

昨
年
八
月
に
県
立
歴
史
館
の
宮
内
教
男
さ
ん
を
講
師

に
招
い
て
開
催
し
た
地
区
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
は
、
参
加
者
が
八
十
人
を
超
え
る
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
好
評
に
つ
き
、
再
度
講
演
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

②
環
境
分
野
…
地
区
内
ク
リ
ー
ン
作
戦

昨
年
十
一
月
に
、
地
区
住
民
の
参
加
を
募
っ
て
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

③
福
祉
分
野
…
バ
リ
ア
フ
リ
ー
調
査
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

地
区
内
の
道
路
に
は
歩
行
者
や
自
転
車
が
通
行
す
る

上
で
危
険
な
場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
実

際
に
道
路
を
歩
い
て
問
題
点
を
確
認
す
る
た
め
、
委
員

に
よ
る
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
調
査

結
果
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

石
神
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
と
未
来
を
つ
な
ぐ
会
（
石
神
地
区
）

委
員
が
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
委
員
会
の
存
在
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
活
動
に
協
力
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
歴
史
や
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
集
ま
り
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
で
は
、
ほ
か
に
以
下

の
よ
う
な
構
想
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

①
自
然
・
環
境
グ
ル
ー
プ
…
生
活
ご
み
の
減
量
運
動
・

家
の
周
り
の
美
化
・
石
神
城
址
公
園
内
の
ご
み
拾
い
な

ど
、
身
近
で
簡
単
に
で
き
る
取
り
組
み
か
ら
始
め
、
自

然
環
境
の
保
護
を
目
指
し
ま
す
。

②
歴
史
グ
ル
ー
プ
…
講
師
を
招
い
て
石
神
城
址
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
区
に
残
さ
れ
た
貴

重
な
史
跡
で
あ
る
石
神
城
址
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

③
福
祉
グ
ル
ー
プ
…
村
で
進
め
て
い
る
い
き
い
き
サ
ロ

ン
事
業
・
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
活
性
化
を
進
め
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
協
議
し
、
実
現
可

能
な
も
の
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水
と
緑
の
真
崎
地
区
住
民
の
会（
真
崎
地
区
）

散
歩
道
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
）
の
整
備
促
進
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
地
区
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マ
ッ
プ
の
ル
ー
ト
は
、
真
崎
古
墳
群
・
阿
漕
ヶ
浦
公

園
・
原
子
力
科
学
館
・
村
松
晴
嵐
の
碑
な
ど
、
地
区
内

の
名
所
旧
跡
を
経
由
す
る
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。
昨

年
九
月
に
は
委
員
に
よ
る
ル
ー
ト
の
下
見
を
行
い
、
現

在
は
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定
や
コ
ー
ス
の
名
称
な
ど
、

マ
ッ
プ
の
完
成
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
七
点（
①
地
域
の
連
帯
意
識
の
向
上
、
②
環
境
美
化
・

保
全
の
推
進
、
③
人
材
登
録
の
制
度
化
の
促
進
、
④
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
⑤
完
全
学
校
週
五
日
制

と
地
域
の
教
育
力
の
活
用
推
進
、
⑥
地
域
の
各
種
団
体

の
協
調
・
連
携
の
促
進
、　

「
こ
の
地
区
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
）に
つ
い
て
も
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
舟
石
川
地
区
を
育
て
る
会
（
舟
石
川
地
区
）

現
在
、
三
つ
の
具
体
的
課
題
を
決
め
て
検
討
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
作
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

①
水
神
堂
周
辺
の
整
備
…
現
在
、
水
神
堂
脇
の
湿
地
帯

に
水
路
や
遊
歩
道
を
整
備
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

住みよい村松をつくる会

　歴史講演会の様子

とうかい21世紀プラン
地区委員会の活動状況

ＶＯＬ.３

地区委員会は、各コミュニティセンターごとに、住民

の代表者をメンバーとして平成13年に組織されました。

地区委員会の活動は、住民と行政が手を取り合って「とう

かい21世紀プラン」の地区別計画で掲げられたまちづくり

の努力目標・重点施策を実現し、住みよい地区をつくり

上げることを目標としています。会合はこれまで10回近

くに及び、活動はますます活発化しています。

昨年７月10日号に続き３回目となる今回は、各地区委

員会の最近の会合での検討内容と、これまでの委員会の

活動成果を中心にお知らせします。
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ま
す
。
こ
れ
は
、
村
が
主
体
と
な
っ
て
大
規
模
な
工
事

を
す
る
の
で
は
な
く
、
地
区
住
民
の
参
加
を
募
っ
て
、

手
作
り
で
水
路
な
ど
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
昨
年
十
二
月
に
は
、
委
員
に
よ
る
試
し
掘
り
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
具
体
的
な
整
備
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

②
水
神
堂
の
湿
地
帯
に
生
育
す
る
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
の
保

護
…
委
員
会
で
は
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
に
取
り
組

み
、
昨
年
秋
に
は
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
さ
ら
に
増
殖
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た

水
神
堂
に
は
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
の
ほ
か
に
も
貴
重
な
植
物

が
生
育
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
村
で
専
門
家

に
よ
る
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
…
委
員
会
で
は
地
区
内
を

回
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
話
し
合
い
の
中
で
、
マ
ッ
プ
の
看
板
を
舟
石

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
す
る
こ
と
が
決

ま
り
、
現
在
、
看
板
の
制
作
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
そ
の
他
…
地
区
の
運
動
会
で
売
店
を
出
し
、
売
り
上
げ

の
一
部
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
舟
石
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
木
に
飾
り
付
け
を
す
る
な

ど
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
中
丸
地
区
を
作
る
会（
中
丸
地
区
）

健
康
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
・
環
境
問
題

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
地
区
内
を
巡
る
散
歩
ル
ー
ト「
ふ
る
さ
と
中
丸
の

散
歩
道
」を
選
定
し
、
散
歩
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

ル
ー
ト
に
は
石
碑
・
神
社
・
古
墳
な
ど
の
史
跡
を
巡
る

「
古
道
を
歩
く
」コ
ー
ス
と
、
樹
木
・
緑
地
・
た
め
池
な
ど

の
自
然
環
境
を
巡
る「
緑
を
歩
く
」コ
ー
ス
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。
マ
ッ
プ
は
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
中
丸
地
区
内
に
は
緑
地
や
山
林
が
豊
富
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
維
持
管
理
が
十
分
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
管
理
を
支
援
し

て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
か

ら
、
委
員
会

で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま

す
。
活
動
内

容
は
、
散
歩

ル
ー
ト
や
周

辺
地
区
の
草

刈
り
、
清
掃

な
ど
の
美
化

活
動
、
放
置

山
林
な
ど
の
管
理
支
援
・
整
備
活
動
お
よ
び
ビ
オ
ト
ー

プ
（
本
来
の
生
態
系
が
保
た
れ
た
空
間
）づ
く
り
な
ど
で

す
。申
込
用
紙
は
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

白
方
の
自
然
と
未
来
を
考
え
る
会（
白
方
地
区
）

こ
れ
ま
で
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
各
部
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
地
区

の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
委
員
会
全
体
で
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
は
、
村
に
よ
り
自
然
公
園
と
し
て

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
や
駐
車
場
が
無

い
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
多
く
の
改
善
す
べ

き
点
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
を
検
討
し
、
豊

岡
な
ぎ
さ
の
森
が
住
民
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公

園
に
な
る
よ
う
に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、
昨
年
十
二
月
に
村
の
公
園
整
備
担
当
者

を
交
え
て
、
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
の
現
況
を
委
員
が
把
握
す

る
た
め
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

問
合
せ

　

各
地
区
委
員
会
は
、
住
み
よ
い
地
区
づ
く
り
の
た
め

に
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。
政
策
審
議
室
は
、
地
区
委
員
会
が
充
実
し
た
活
動

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
調
整
や
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
あ
く
ま
で
住
民
の
皆
さ

ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
中
心
に
積
極

的
に
支
援
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
政
策
審
議
室（　

282
局
１
７
１
１　

内
線

１
３
７
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

いきいきとした舟石川地区を育てる会

水神堂で行われたサワギキョウに関す

る見学会の様子。左下は、サワギキョ

ウの鉢植え。
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問　

「
仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立
さ
せ
る
上
で
の
悩
み
、

問
題
は
何
で
す
か（
複
数
回
答
）」

女
性
で
は「
家
事
を
十
分
や
る
時
間
が
な
い
」と
答
え
た

方
が
最
も
多
く
、
仕
事
を
持
つ
女
性
が
仕
事
と
家
事
の

両
立
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。

一
方
男
性
は
、
女
性
に
比
べ
て
家
族
と
過
ご
す
時
間
が

足
り
な
い
と
感
じ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問　

「
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）被
害

で
命
の
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
」

男
性
で
は
、
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
で
は

「
何
度
も
あ
る
」「
一
、
二
度
あ
る
」を
合
わ
せ
る
と
四
・
四

％
の
方
が
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
命
の
危
険
を
感
じ
る
よ
う

な
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

国
や
県
の
調
査
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
の
結
果
が
み
ら

れ
ま
す
。

合計（805人）

男性（371人）

女性（434人）

何度も
ある

0.4

0

0.7

１、２度
ある

2.0

0

3.7

まったく
ない

91.0

93.5

88.9

無回答

6.6

6.5

6.7

合　計

100.0

100.0

100.0

（単位:％）

　この調査は昨年末に、無作為抽出した村内在住の男女千人ずつ計２千人に質問

票を送付し、805通（回収率40.25％）の回答をいただきました。主な調査結果につ

いてお知らせします。

男女共同参画
住民意識調査結果特報

近年、ドメスティック・バイオレンス（親しい間柄にある男女間の暴力）
が大きな社会問題になっています。平成13年には「配偶者からの暴力の防
止および被害者の保護に関する法律」が制定され、実効性のある防止のた
めの取り組みが求められています。
国の調査「男女間における暴力に関する調査」（総理府男女共同参画室、
平成12年２月報告）によると、命の危険を感じるような暴力を受けたこと
がある女性は4.6％、男性は0.5％であり東海村とほぼ同様の調査結果が
でています。

村では、平成13年度に始動した「東海村男女共同参画行動計画（レインボー・ビジョン21）」に基

づき、「男女共同参画住民意識調査」を実施しました。アンケートの調査結果については、今年度

中に報告書にまとめるとともに、その内容を村のホームページに掲載するなど、住民の方々への

周知に努めます。
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問　

「
行
政
の
政
策
方
針
決
定
に
女
性
の
意
見
を
も
っ
と

反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
か（
単
数
回
答
）」

男
女
と
も
、
女
性
一
人
ひ
と
り
が
行
政
の
政
策
に

も
っ
と
関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
行
政
自
体
が
女
性
の
意
見
や
考
え
に
も
っ

と
敏
感
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。

問　

「
今
後
、
村
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

く
べ
き
か（
三
つ
ま
で
回
答
）」

女
性
で
は
「
女
性
の
再
就
職
や
起
業
支
援
」
や
「
保
育

所
、
学
童
保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」を
求
め
る
声

が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
に「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」が
制
定

さ
れ
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
本
村
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
の
状
況
、
女
性
の
社
会
参
画
の
た
め
の
村

に
対
す
る
要
望
な
ど
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

村
で
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
平
成
十
三
年
度
に

「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ビ
ジ
ョ
ン
21
」
が
始
動
し
ま
し
た
。
具

体
的
な
施
策
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
を
中

心
に「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
う
か
い
」、
各
種
講

演
会
や
研
修
会
、「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」な
ど
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
今
年
度
で
四
回
目
を
迎

え
た
女
性
議
会
開
催
や
、
現
在
は
第
五
期
生
が
活
動
し

て
い
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
東
海
の
活
動
、
広
報
作
成
へ
の
女

性
の
参
画
と
役
場
職
員
の
研
修
な
ど
の
施
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

今
回
実
施
し
た「
男
女
共
同
参
画
住
民
意
識
調
査
」の
結

果
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
新
し
い
施
策
を
具
体
化
さ
せ
な
が
ら
、「
東
海
村

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）」の
制
定
を
目
指
し
た

取
り
組
み
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
参
画
が
と
て
も
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。「
男
と
女（
ひ
と
と
ひ
と
）理
解
深
め
て

共
同
参
画
」を
合
言
葉
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問

合

せ　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
課
ハ
ー
モ

ニ
ー
・
交
流
係
（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
４
３)
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　75歳（一定の障害のある方は65歳）以上になると、

「老人保健」という制度で医療機関にかかることにな

ります。この制度は、高齢者が医療機関にかかると

きの負担を軽くし、安心して医療を受けられるよう

にするための制度で、国民健康保険、職場の健康保

険、共済組合などの加入者やその被扶養者すべてに

適用されます。ただし、今まで加入していた医療保

険を抜けるわけではなく、医療機関にかかる場合に

ついては老人保健が適用されることになります。し

たがって、保険税は今までどおり納めます。

　平成14年10月から、老人保健で医療機関にかか

る方の対象年齢が、75歳（一定の障害のある方は65

歳）以上となりました。

※老人保健の対象となったときは、14日以内に「老

人保健法資格取得届」を福祉部保健年金課へ提出

し、「医療受給者証」と「健康手帳」の交付を受けて

ください。

　人口の急速な高齢化に伴い、医療費が増え続けて

います。特に医療費全体に占める老人医療費の割合

が年々高くなっています。老人保健制度は高齢者が

安心して医療を受けられるよう、国民みんなが協力

し合って費用を負担しています。大切な医療費を無

駄遣いしないよう、日ごろから健康づくりや上手な

受診を心掛けましょう。

①同じ病気で重複受診するのはやめましょう。

②時間外・休日受診は、なるべく避けましょう。

③薬を無駄なく適正に服用しましょう。

④家庭医を持ちましょう。

⑤医者を信頼し、指示を守りましょう。

⑥定期的に健康診断を受け、病気の早期発見・早期

治療を心掛けましょう。

■老人保健制度とは

■老人保健で医療機関にかかる方

■医療費を大切に

■医療費を有効に使うために

上手な受診で老人医療費を大切に

　■問 合 せ　福祉部保健年金課医療福祉係（　282-1711　内線1132）

平成９年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

受給者数

2,695人

2,838人

2,950人

3,053人

3,172人

老人の割合

8.11％

8.46％

8.80％

8.93％

9.21％

村の老人保健受給者数と人口に対する割合

昭和７年９月30日以前に生まれた方
（平成14年９月30日に、すでに70歳になっている方）

　引き続き、老人保健で医療を受けます。

昭和７年10月１日以降に生まれた方
（平成14年10月１日以降に、70歳になる方）

　75歳になるまでは現在の医療保険で医療を受け

ます。75歳になると老人保健で医療を受けます。

村の老人医療費の動向

一人当たりの医療費
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※次のような事故の場合、共済見舞金の全部または一
部が給付されませんのでご注意ください。①会員も
しくは見舞金受取人の故意による事故　②会員が無
免許・酒気帯び運転中に生じた事故またはその事実
を承知で同乗していた事故　③地震・洪水・暴風・
その他の天災によって生じた事故　④正当な理由な
く医師の指示に従わなかったとき　⑤会員または見
舞金受取人の重大な過失による事故　⑥法令に違反
し、市町村総合事務組合長が不適当と認める事故

　茨城県市町村総合事務組合では、今年も２月１日

から平成15年度「県民交通災害共済」の加入申込受付

を開始しました。この制度は、年一定額の会費を支

払うと、加入者が交通事故でけがや死亡した場

合、その度合いに応じて見舞金が支払われる制度

で、平成14年９月現在、村では約６千人が加入して

います。比較的少額な会費で、いざというときに

見舞金を受け取ることができる「県民交通災害共

済」に、ご家族おそろいで、ぜひご加入ください。

■大人…900円／人

■中学生以下（平成15年４月１日時点）…500円／人

※村では、昭和63年４月２日から平成11年４月１

日までに生まれた方（４歳以上中学生以下）と昭

和８年４月１日以前に生まれた方（70歳以上）を

対象に、会費の半額を助成します。該当する方

は、必ず印鑑をお持ちください。

■死亡…100万円

■最低治療実日数３日以上の傷害…２万円

■日本国内の道路上を通行中の自動車、バイク、

自転車等の接触・衝突・転落・転覆事故等によ

る人の死傷

■踏切道での電車等との接触・衝突事故による人

の死傷

■４月１日から平成16年３月31日までの１年間

※途中加入の場合は、申し込みの翌日から平成16

年３月31日までとなります。

　次の書類と印鑑を持って、経済環境部環境保全課

へご請求ください。

■会員証

■運転免許証（免許の必要な車両を運転中に事故を

起こしたとき）

■交通事故証明書（自動車安全運転センター所長発

行のもの）　※この交通事故証明書のない事故に

基づく請求は、指定の「事故申立書」を使用し、

最高９等級（見舞金３万円）まで（災害区分別見舞

金額一覧を参照）の支給となります。

■診断書（医師の診断書、柔道整復師、はり師、

きゅう師等の施術証明書）　※カイロプラク

ティック・気功・心霊療法等は、診療行為から

除外されます。

　随時受け付けていますので、１月中旬に各家庭

へ配布した「県民交通災害共済加入申込書」に必要

事項を記入の上、会費を添えて、経済環境部環境

保全課交通係（　282-1711　内線1454）へ申し込み

ください（平成14年度の会員証がある方はお持ち

ください）。また出張受け付け（加入申込受付日程

を参照）も行います。なお、団体加入をする方法も

ありますのでご相談ください。

県民交通災害共済に加入しましょう

●会費（１年間）

●対象となる交通事故

●共済期間

●見舞金の請求手続き

●災害区分別見舞金額一覧

●加入申込受付日程

●申し込み・問合せ

●万一のときの見舞金

等級
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
身障

災害区分
死亡

治療実日数181日以上の傷害
治療実日数151日以上の傷害
治療実日数121日以上の傷害
治療実日数 91日以上の傷害
治療実日数 61日以上の傷害
治療実日数 41日以上の傷害
治療実日数 21日以上の傷害
治療実日数  8日以上の傷害
治療実日数  3日以上の傷害
身体障害者１級・２級該当

見舞金額
100万円
30万円
25万円
20万円
15万円
10万円
8万円
6万円
3万円
2万円
50万円

期　日
月～金曜日
（祝日を除く）

２月20日（木）
２月21日（金）
２月24日（月）

２月25日（火）
２月26日（水）
２月27日（木）

時　間
８：30～12：00
13：00～17：00

13：30～15：00
13：30～15：00
13：30～15：00

13：30～15：00
13：30～15：00
13：30～15：00

場　所
経済環境部環境保全課
（役場行政棟４階）

石神コミュニティセンター
白方コミュニティセンター
村松コミュニティセンター

真崎コミュニティセンター
中丸コミュニティセンター
舟石川コミュニティセンター
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「第30回記念東海村新春マラソン大会」が１月19日、役場を

基点として行われ、1,864人が参加しました。曇り空で寒い

日でしたが、ランナーたちは日ごろの練習の成果を存分に

発揮して、それぞれのゴールを目指し力走していました。

また今大会は、ハーフマラソンの優勝者５人を10月５日（日）

に開催される「第28回札幌マラソン大会」に派遣します。な

お、今大会の各種目の優勝者と優勝タイムは、以下のとお

りです。【ハーフマラソン】　○男子　39歳以下…木村孝浩

（１時間９分03秒）　40歳代…阿部知之（１時間11分50秒）　

50歳以上…岩本隆（１時間16分28秒）　○女子　39歳以下…

山田美枝（１時間23分09秒）　40歳以上…阿南裕子（１時間32

分45秒）【10Ｋｍ】　○男子　39歳以下…倉橋高史（34分20秒）

　40歳代…照沼浩昌（33分12秒）　50歳以上…井川伸幸（36分

47秒）　○女子　39歳以下…田尻正子（41分48秒）　40歳以上

…西野恵子（44分14秒）　【３Ｋｍ】　○男子　加藤木駿（10分

34秒）　○女子　小田倉香織（10分46秒）　【２Ｋｍ】　○男子

　６年生…横松優（６分54秒）　５年生…長塚暢（６分54秒）　

４年生…内田龍希（７分31秒）　○女子　６年生…藤田朱里

（７分31秒）　５年生…関春香（７分32秒）　４年生…飯塚晴子

（８分04秒）　【１Ｋｍ】　○男子　３年生…門野謙太郎（３分

50秒）　２年生…石井光（４分03秒）　１年生…瀬尾歩（４分

26秒）　○女子　３年生…澤麗海（３分56秒）　２年生…大野

千尋（４分11秒）　１年生…塚田萌梨美（４分41秒）　（敬称略）

●東海村新春マラソン大会

自己記録を更新す

ることができれば

と思い、頑張って

走りました。

コースにアップダ

ウンがあり、初め

ての参加でも心地

よく走れました。

練習中に肉離れを

起こして心配でし

たが、優勝でき

て、うれしいです。

初めてハーフマラソ

ンに参加しました

が、走りやすいコー

スで良かったです。

楽しみながら走る

ことができました。

優勝できて、とても

うれしいです。

６連覇できて、うれ

しいです。もっと

もっと、自己記録を

更新したいです。

３連覇できて、うれ

しいです。コースが

走りやすかったの

で、頑張りました。

２月にある勝田マ

ラソンで、もう少し

良い記録がでるよ

う、努力したいです。

優勝することがで

きて、びっくりしま

した。来年も頑張っ

て、優勝したいです。
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●新春を飾る「消防出初式」が行われる
１月12日、「安心して住めるまち」を目指し、村民の防火意識

の高揚を図る目的で、「東海村消防出初式」が東海文化セン

ター駐車場で開催され、東海村消防本部をはじめ12団体か

ら564人が参加しました。会場では、幼年消防クラブによる

かわいらしい演技、少年消防クラブのバケツリレーによる

消火、婦人防火クラブの消火器を使った消火訓練などが行

われ、消防団による小型ポンプ操法では、今年から実際の

放水を実施。参加者たちは、日ごろの練習成果を発揮し、

本番さながらの機敏な動作で来場者を楽しませていました。

●茨城県ふるさと美術展入賞

●公認スポーツ指導者等で受賞
公認スポーツ指導員の田畑由紀子さん（村松在住）が、多年に

わたるスポーツの指導者育成および組織化等に尽力した功

績を認められ、12月14日に東京都で開催された「全国スポー

ツ指導者連絡会議」において表彰され、200人以上の受賞者

を代表し謝辞を朗読しました。12月17日、受賞の喜びを報

告するため村上村長を訪問。当初は競技スポーツのバレー

ボールの指導員として公認されたそうですが、現在はトレ

イルウォーク（里山歩き）のコース作りや再発見に力を注いで

いるそうで、生涯スポーツ普及のために活躍が期待されます。

「第16回茨城県ふるさと美術展」が12月12日から18日まで、

県民文化センターで開催されました。これは本県の農山漁

村が一層住み良く、物心ともに豊かな地域社会をつくって

いくための精神的基盤を醸成していく目的で毎年開催さ

れ、筒井恭子さん（村松在住）が12月12日、その美術展で茨

城県議会議長賞表彰を受賞したことの報告に村上村長を訪

問。受賞は、洋画「漁港」を描き、筆のタッチを生かして伸び

伸びと表現しているなどの高い評価を受けてのことで「とて

もうれしいです」と、喜びに満ちた笑顔で話してくれました。



12 ●

　

照
沼
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
照
沼
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し

た
チ
ー
ム
で
す
。
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学
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。
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な
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し
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付
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も
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、
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。
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目
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頑
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。

　

二
十
数
年
間
、
こ
の
照
沼
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
に
当
た
っ
て
こ

ら
れ
た
井
坂
松
子
さ
ん
に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が

り
ま
す
。
二
十
数
年
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
家
庭

と
少
年
団
の
両
立
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
井
坂
さ
ん
が
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
き
っ
と
、
瞳
か
が
や
く
子
ど
も
た
ち
が
好

き
だ
っ
た
か
ら
…
。

　
　

【
俳　

句
】

一
夜
明
け
降
り
積
む
雪
の
白
光
す村　

松　

川
﨑　

常
義

大
風
に
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だ
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ろ
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ろ
と
年
送
る内　
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て
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井
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休
め
ひ
と
と
き
を
無
心
に
な
り
て
ま
た

立
ち
上
が
る

白　

方　

上
野　

光
子

生
き
ゆ
か
む
力
日
毎
に
衰
へ
て
思
ふ
に
ま
か
せ
ぬ
手
足

の
動
き

舟
石
川　

小
川
か
ほ
る

子
ど
も
た
ち
に
出
会
っ
て

　

照
沼
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
員

な
か

む
ら

み

な

こ

照
沼　

中
村　

美
奈
子
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青少年
今どきの

ひ
と
寝
し
て
目
覚
め
た
後
は
夜
の
な
が
し
早
寝
早
起
き

母
似
と
思
う

舟
石
川　

網
代　

ナ
ツ

人
々
と
旅
す
る
今
日
は
賑
や
か
に
華
や
ぐ
夕
餉
の
席
に

お
り
た
り

船　

場　

村
上
よ
り
こ

憂
え
ご
と
彼
方
の
空
に
吹
き
飛
ば
し
輝
け
る
空
新
春
の

空

外　

宿　

小
林
美
代
子

ジ
ャ
ン
ボ
く
じ
夢
破
れ
た
り
こ
の
年
も
か
す
か
な
願
い

儚
く
て
消
ゆ

照　

沼　

藤
井　

幸
雄

除
夜
か
ら
は
術
肢
が
し
ん
し
ん
凍
る
ほ
ど
さ
と
母
便
り

粉
雪
舞
い
散
る

内　

宿　

村
上　

文
江

健
康
と
感
謝
の
心
書
き
留
め
て
孫
よ
り
送
ら
る
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド

村　

松　

高
橋　

正
弘

孫
の
置
く
携
帯
電
話
が
鳴
っ
て
い
る
老
い
た
る
わ
れ
に

は
ど
う
に
も
な
ら
ず

外　

宿　

高
槌　

す
み

木
の
香
り
放
ち
て
響
く
コ
カ
リ
ナ
の
調
べ
に
こ
こ
ろ
癒

さ
れ
て
ゆ
く

南　

台　

櫛
田　

浩
平

朗
読
の
こ
だ
ま
の
集
い
二
十
回
声
の
広
報
テ
ー
プ
マ
ガ

ジ
ン

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

南
天
に
小
雪
つ
も
れ
り
赤
き
実
の
朝
日
に
映
え
て
春
を

壽
ぐ

南　

台　

根
本
内
俊
男

み
ど
り
子
の
歯
ぐ
き
ふ
く
ら
み
歯
の
の
ぞ
く
自
然
の
い

と
な
み
土
筆
思
ほ
ゆ

村　

松　

花
井　

柳
子

童
う
た
想
い
出
し
つ
つ
元
日
の
朝
ぶ
ろ
孫
と
う
た
う
幸

せ

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

と
き
長
く
咲
く
寒
椿
朝
の
日
に
八
重
の
そ
の
花
紅
色
に

映
ゆ

船　

場　

舛
井
庫
之
助

　
　

【
川　

柳
】

受
付
に
ほ
わ
あ
ー
ん
と
笑
う
人
が
い
る

南　

台　

谷　

ひ
ろ
し

　

私
は
、
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
三
年
生
か
ら
吹
奏
楽
を
始
め
ま
し
た
が
、
音
楽

は
私
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ク
ー
ル
や
演
奏

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
友
達
と
一
緒
に
、
時

に
は
厳
し
く
て
つ
ら
い
練
習
を
乗
り
越
え
、
大
会

で
は
共
に
う
れ
し
泣
き
し
た
り
、
悔
し
泣
き
し
た

り
、
た
く
さ
ん
の
涙
を
流
し
て
き
ま
し
た
。
で
も

こ
の
経
験
は
高
校
生
活
の
中
で
、
と
て
も
貴
重
な

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
が
担
当
し
て
い
る
楽
器
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
で
す
が
、
中
学
校
入
学
以
来
ず
っ
と
続
け
て
い

ま
す
。
初
め
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
た
と
き
に

音
を
出
す
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
が
、
よ
り
よ
い

音
色
を
追
求
し
な
が
ら
練
習
に
励
み
、
思
い
通
り

の
音
が
出
た
と
き
に
は
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
東
海
村

吹
奏
楽
楽
器
講
座
」の
受
講
生
募
集
の
記
事
を
見
つ

け
ま
し
た
。
す
ぐ
に
受
講
す
る
こ
と
を
決
め
、
始

め
ま
し
た
が
、
今
年
で
す
で
に
四
回
目
の
受
講
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
東
海
村
民
が
参
加
し

て
吹
奏
楽
団
を
結
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
内
容
は
、
個
人
の
能
力
に
合
っ
た
個
人

レ
ッ
ス
ン
と
、
合
奏
講
座
が
主
な
練
習
で
す
。
講

師
は
プ
ロ
の
楽
器
奏
者
で
あ
り
、
楽
器
ご
と
に
丁

寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
と
て
も

勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
部
活
で
忙
し
い

の
で
す
が
、
こ
の
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

楽
器
講
座
の
受
講
生
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
一
緒
に
練
習
を
し
て
、

技
術
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
部
活
で
は
体
験
で
き
な
い
経
験
を
し

て
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
は
ま
だ
ま
だ
奥
が
深
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
楽
器
講
座
や
部
活
を
通
じ
て
、
自
分
の

技
術
を
追
及
し
、
自
分
の
満
足
で
き
る
演
奏
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
音
楽
を
通
じ
て
よ
り

多
く
の
人
た
ち
と
友
達
に
な
っ
て
、
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
音
楽
が
好
き
な
方
は
、
一

緒
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
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毎
月
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て

い
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今

回
は
、
虚
弱
高
齢
者
お
よ

び
介
護
保
険
認
定
者
の
在
宅
で
の
自
立
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
住
宅
の
改
造
ま
た
は
設
備
の
整
備
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
在
宅
生
活
支
援
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

在
宅
生
活
支
援
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

高
齢
化
に
よ
り
身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
や
日

常
生
活
動
作
に
介
護
が
必
要
な
方
が
、
転
倒
等
に
よ
る

家
庭
内
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
ま
す
。
廊
下
や

居
室
の
段
差
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

村
で
は
、
村
内
に
居
住
し
、
村
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
六
十
五
歳
以
上
の
虚
弱
高
齢
者
お
よ
び
介
護
保

険
認
定
者
、
ま
た
そ
れ
ら
の
虚
弱
高
齢
者
等
を
介
護
す

る
方
が
、
①
通
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
行
う
玄
関
・

廊
下
・
居
室
の
出
入
り
口
等
の
改
造　

使
用
を
容
易
に

す
る
た
め
に
行
う
居
室
・
台
所
・
浴
室
・
便
所
等
の
改

造
③
安
全
の
た
め
に
必
要
な
設
備
の
整
備
―
―
を
行
う

際
に
要
し
た
経
費
の
四
分
の
三
以
内
の
額
に
つ
い
て
、

六
十
万
円
を
限
度
と
し
、
一
回
に
限
り
助
成
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
法
に
よ
る
居
宅
介
護
住
宅
改

修
費
を
除
い
た
額
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
関
係
書

類
を
添
え
て
、
福
祉
部
福
祉
課
高
齢
福
祉
室
高
齢
福
祉

係
（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
６
３
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●開館時間 午前10時～午後７時　

※各展示の最終日は、午後３時ま

でとなります。

●場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

●問 合 せ 東海ステーションギャ

ラリー（　287-3680）

３月９日（日）～３月15日（土） ３月２日（日）～３月８日（土）

２月16日（日）～３月１日（土）

原
研
美
術
部
展

第
11
回
土
な
か
ま
彫
塑
展

ア
メ
リ
カ
ン
キ
ル
ト
展

　毎年春、東海ステーションギャラリーで美術

部展を始めて今年が９年目。日本原子力研究所

職員、ＯＢ、その家族による油絵、アクリル

画、日本画、書、彫塑、木工、漆工芸品など多

彩な作品類です。どうぞご覧ください。

　長い時をかけ、一針一針に心を込めて縫い上

げるアメリカンキルト。そんなキルトの原点を

見詰めながら、一生懸命に作りました。技術的

には未熟ですが、素朴さの中に温かみと輝きを

感じていただけたらと思います。

　金属や陶、石こう等を素材にした彫刻作品の

展示です。茨城大学で彫塑を専攻し卒業した12

人による作品展で、東海では９回目となりま

す。個性的な人物像の表現、素材を生かした立

体造形を、ぜひご覧ください。
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新
装
開
館
記
念
行
事
を
行
な
い
ま
す　
　
　

　

改
修
工
事
に
よ
り
、
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
。
図
書
館
で
は
工
事
の
終
了
に
伴
な
い

「
新
装
開
館
記
念
行
事
」と
し
て
左
記
の
行
事
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
お
楽
し
み
人
形
劇

「
い
も
む
し
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
が
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時

二
月
十
五
日（
土
）　

午
後
二
時
～
三
時

▼
場　
　

所

多
目
的
ル
ー
ム

▼
そ

の

他

タ
ン
ポ
ポ
の
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
の
催
し
物
も
行
い
ま
す
。

第
一
回
子
ど
も
映
画
会

▼
日　
　

時

二
月
十
六
日（
日
）　

午
後
一
時

▼
場　
　

所

研
修
室

▼
内　
　

容

「
日
本
昔
ば
な
し
」、
他
一
本

音
楽
会（
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
）

　

館
内
で「
ブ
ラ
ン
ブ
ル
コ
ン
ソ
ー
ト
」合
奏
団（
阿
部
惠

美
、
菅
谷
郁
子
、
井
筒
浩
）
の
リ
コ
ー
ダ
ー
と
ヴ
ィ
オ

ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。
古
楽
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時

二
月
二
十
二
日（
土
）　

午
後
五
時
～
六
時

▼
場　
　

所

館
内
中
央
ホ
ー
ル

▼
申
し
込
み

図
書
館

　

「
こ
ど
も
の
心
と
こ
と
ば
を
育
て
る
読
み
聞
か
せ
」

読
み
聞
か
せ
の
意
味
や
大
切
さ
、
本
の
選
び
方
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料（
過
年

度
分
お
よ
び
追
納
分
保
険
料
を
含
む
）は
、
平
成
十
四
年

分
の
確
定
申
告
時（
平
成
十
五
年
二
月
か
ら
三
月
）に
社
会

保
険
料
と
し
て
全
額
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
確

定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
国
民
年
金
保
険
料
書
等
を
確
認
し
申
告
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
も
し
、
国
民
年
金
保
険
料
領
収
書
を
紛

失
し
て
、
納
付
し
た
保
険
料
の
証
明
な
ど
が
必
要
な
方

は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
印
鑑
お
よ
び
年
金
手
帳
が
必
要
に
な
り

ま
す（
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
身
分
を
証
明

す
る
も
の
）。

●
問

合

せ

福
祉
部
保
健
年
金
課
年
金
係（　

282
局
１

７
１
１　

内
線
１
１
３
７
）

ひなまつり会

　３月１日（土）の午

後２時から読み聞か

せ・紙芝居・おたのし

み工作を行います。ぜ

ひ、お越しください。

休館日

２月10日（月）・11日（火）

17日（月）・24日（月）

28日（金）

３月３日（月）・10日（月）

▼
日　
　

時

二
月
二
十
三
日（
日
）　

午
後
一
時
三
十

分
～
三
時
三
十
分
ま
で

▼
場　
　

所

多
目
的
ル
ー
ム

▼
講　
　

師

小
松
崎
進
さ
ん（
東
京
学
芸
大
学
・
日
本

女
子
大
学
講
師
、
こ
の
本
だ
い
す
き
の
会
代
表
／「
お

む
す
び
こ
ろ
こ
ろ
」「
ね
ず
み
の
す
も
う
」「
こ
の
本
だ
い

す
き
」な
ど
を
執
筆
）

第
二
回
子
ど
も
映
画
会

▼
日　
　

時

二
月
二
十
三
日（
日
）午
前
十
時
か
ら

▼
場　
　

所

研
修
室

▼
内　
　

容

「
日
本
昔
ば
な
し
」　

「
カ
ガ
セ
オ
の
石
」

「
図
書
館
展
」

　

館
内
で
図
書
館
の
あ
ゆ
み（
十
八
年
間
の
年
表
）と
写
真

等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

▼
期　
　

日

二
月
八
日（
土
）か
ら
三
月
三
十
日（
日
）

本
の
位
置
が
変
わ
り
ま
し
た

　

改
修
工
事
前
は
大
人
向
け
と
子
ど
も
向
け
の
実
用
本

を
別
々
に
配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
れ
ら
の

本
を
分
類
ご
と
に
ま
と
め
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
向
け

の
文
学
本
を
「
も
の
が
た
り
コ
ー
ナ
ー
」
に
配
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
参
考
図
書
室
の
本
は「
一
般
コ
ー
ナ
ー
」の
本

と
分
類
ご
と
に
ま
と
め
て
配
置
し
ま
し
た
の
で
、
館
内

で
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

税
控
除

平成14年度国民年金保険料額

保険料の種別

定額保険料

付加年金込み保険料

６か月前納保険料

６か月前納保険料

（付加年金込み）

１年前納保険料

１年前納保険料

（付加年金込み）

１か月分

13,300円

13,700円

６か月分

79,800円

82,200円

79,150円

81,530円

12か月分

159,600円

164,400円

158,300円

163,060円

156,770円

161,480円

◆一般の方◆

◆半額控除の方◆

保険料の種別

半額保険料

半額６か月前納

半額１年前納

納付月数

１か月分

6,650円

６か月分

39,900円

39,580円

12か月分

79,800円
今年度該当

者なし

納付月数
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２・10号／お知
ら
せ

アップ／Feb.

ピ
ッ
ク

世帯数

総人口

　男　

　女

世帯

人

人

人

平成15年1月1日現在

前月比

　＋16

＋15

＋13

＋　2

12,525

34,902

17,590

17,312

■日 程 等

■時　　間 午前10時～午後２時30分

■対　　象 60歳以上で、　一人暮らし　高齢

者世帯　昼間独居――の方などのうち、介護

保険の保険給付を受けていない方

■内　　容 健康相談、健康体操、趣味活動など

■参 加 費 300円／回

■そ の 他 　初めて参加する方は、事前に申

し込みが必要です。　移送サービスボラン

ティアによる送迎サービスがあります。

■申し込み・問合せ 福祉部福祉課高齢福祉室

高齢福祉係（内線1163）

期　日
２月10日（月）
２月14日（金）
２月17日（月）
２月20日（木）
２月24日（月）

場　所
中丸コミュニティセンター
石神コミュニティセンター
村松コミュニティセンター
舟石川コミュニティセンター
白方コミュニティセンター

■募集人員 センター長…６人、一般職員…２人

■勤務体制 センター長…２交代制、一般職員…

３交代制

■試 験 日

■勤務場所 センター長…村内のコミュニティ

センター、一般職員…村松・真崎コミュニ

ティセンター

■申し込み 各コミュニティセンターおよび教

育委員会社会教育課に備え付けの申込書に必

要事項を記入の上、２月28日（金）（当日消印有

効）の午後５時までに、各コミュニティセン

ターまたは社会教育課窓口へ直接もしくは郵

送で申し込みください。

■問 合 せ 教育委員会社会教育課生涯学習係

（内線1424）

コミュニティセンター職員募集

生きがい活動支援通所事業

　茨城県では、県民の皆さんのご意見をお聞き

し、行政施策の企画・立案・実施の参考にする

ため「県政モニター」を募集します。

■対　　象　県内在住の20歳以上の方（公務員や

国・市町村のモニターおよびインターネット

モニターを務めている方、過去５年以内に県

政モニターを経験した方を除く）

■任　　期　２年間（４月～平成17年3月）

■申し込み・問合せ　企画総務部自治推進課広

報係（内線1342）に備え付けの「県政モニター応

募用紙」に必要事項を記入の上、２月21日（金）

（当日消印有効）までに、茨城県広報広聴課（〒

310-8555　水戸市笠原町978-６　　301-2123）

へ申し込みください。

平成15年度県政モニター募集

■任　　期 ４月１日～平成17年３月31日

■採用人数 ３人

■対　　象 　４月１日現在で満18歳以上30歳

未満　村内または隣接市町村に居住または村内

に通勤　村の観光ＰＲなど各種事業および茨城

県主催の公的行事等に参加可能　年間を通じて

約30日間活動できる――を満たす男女（高校生

は除く）

■内　　容 観光協会および公的な団体の催す

行事等に参加していただきます。

■そ の 他 制服を夏、冬一式支給します。ま

た、報酬は１日１万円となります。

■申し込み・問合せ ２月21日（金）（当日消印有

効）の午後５時までに村内各公共施設に備え付

けの応募用紙に必要事項を記入し、写真を貼付

した上で、東海村観光協会事務局（経済環境部

経済課商工観光係内　内線1439）へ直接または郵

送で申し込みください。

第２代東海ゆめ大使募集

募集
人員

50　
　人

期　　日
３月10日（月）
３月11日（火）

時　　間
午前10時
午後１時30分

試験区分
第１次審査
第２次審査

試験方法
作　　文
面　　接
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

防災行政無線放送テレホンサービス

東海村合同庁舎(会議室の予約等)

東海村中央公民館

東海村立図書館

東海村青少年センター

東海村総合体育館

東海スイミングプラザ

東海村テニスコートクラブハウス

東海文化センター

東海ステーションギャラリー

東海村立東海病院

東海村保健センター

東海村清掃センター

東海村老人福祉センター｢みどり荘｣

(社福)東海村社会福祉協議会

０１２０－４２－４８４８

２８３－３３４４

２８２－３３２９

２８２－３４３５

２８２－７０４９

２８３－０６７３

２８７－０８０７

２８２－８５７１

２８２－８５１１

２８７－３６８０

２８２－２１８８

２８２－２７９７

２８２－７２８９

２８２－４３００

２８２－２８０４

東海村姉妹都市交流会館

東海村心身障害者福祉センター｢はまざく｣

東海村（基幹型）在宅介護支援センター

東海村在宅福祉サービスセンター

東海村訪問看護ステーション

(社)東海村シルバー人材センター

(財)東海村開発公社

ひたちなか西警察署東海地区交番

東海郵便局

ＪＲ東日本東海駅

常陸海浜広域斎場

救急病院の案内

東海村石神外宿浄水場

(土・日曜日・祝日の断水等の連絡)

小・中・高校生のための心の悩み電話相談室

(毎週金・土曜日　午後3時30分～7時)

２８２－０５３５

２８２－４５９９

２８７－２５１６

２８３－４３４４

２８３－４８３６

２８２－３４４６

２８４－０３３５

２８７－０１１０

２８２－２００１

２８２－２００８

２６５－７１９１

２４１－４１９９

２８２－２０３８

２８２－９２００

２８２－７０７０

救急医療情報コントロールシステム

東海村消防本部・消防署

東海村役場 ２８２－１７１１

　東海村の環境と原子力の安全について、住

民、村、原子力事業所が議論し政策提言する機

会を設けました。皆さんのご参加をお待ちして

います。

■対　　象 村内在住・在勤の方

■申し込み 村内の各公共施設に備え付けてあ

る申し込みはがき、もしくは官製はがきに氏

名、住所、電話番号、議論したい事柄を明記

の上、（財）電力中央研究所経済社会研究所内

東海村プロジェクト担当土屋智子さん（〒100-

8126　東京都千代田区大手町1-6-1）へ申し込み

ください。

■問 合 せ 経済環境部原子力対策課防災係（内

線1518）

東海村の環境と原子力安全について提言する会

ガールスカウト茨城県支部第25団団員募集
　異年齢の少女たちが、主体的な体験活動を通

して生きる力を学んでいます。団員募集のため

の説明会を開催します。

■日　　時 ３月２日（日）　午前10時～正午

■場　　所 中央公民館

■対　　象 ５歳児と小学1年生から小学３年生

の女子

■問 合 せ 安節子さん（ガールスカウト茨城県

支部第25団委員長　　282-3045）

　絵画、書道、写真など、個人やグループによ

る作品の発表に利用する方を募集します。

■利用期間 ①４月27日（日）～５月３日（土）　

②５月４日（日）～10日（土）

■費　　用 ７万円／週（村内在住の方や水戸広

域市町村圏を構成する、水戸市、ひたちなか

市などに在住の方が利用する場合は半額）

■そ の 他 貸し出しは先着順となります。

■申し込み・問合せ 詳細については、東海ス

テーションギャラリーへお問い合わせください。

東海ステーションギャラリー利用者募集レインボークラブ平成1 5 年度読み聞かせ会参加者・スタッフ募集
参加者

■期　　日　４月～平成16年３月（※毎月１回、

月末の月曜日）

■時　　間　午前10時半～正午

■場　　所　百塚集会所など

■対　　象　村内在住の２歳から入園前の子と

その親（先着30組）

■費　　用　100円／回（材料費、おやつ代）

運営スタッフ

■内　　容　毎月１回の打ち合わせと当日の運

営（※期日は未定）

■場　　所　百塚集会所など

■対　　象　読み聞かせに興味のある村内在住

の方

申し込み・問合せ

根本由利子さん（　287-0456）

国税庁のホームページで所得税の確定申告書が作成できます
　「国税庁のホームページで作成した所得税の確

定申告書を、税務署に提出できるようにしてほ

しい」という声にお応えし、国税庁のホームペー

ジ（http://www.nta.go.jp）に「所得税の確定申告

書作成コーナー」を開設しました。このコーナー

で作成した申告書は、税務署に提出が可能で

す。ぜひ、ご利用ください。

■利用方法 Ａ様式、Ｂ様式に対応しています

が、分離課税や給与所得者の特定支出控除を

受けられる方など、申告内容によっては利用

できない場合があります。また、カラープリ

ンターをご利用ください。なお、印刷用紙は

Ａ４サイズの普通紙（ＰＰＣ用紙または、ＯＡ

共用紙）を使用してください（インクジェット

専用紙は、使用しないでください）。

■問 合 せ 太田税務署（　0294-72-2172）
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2
診療時間

問 合 せ

午前９時30分～正午、午後１時～２時

救急医療情報コントロールシステム(　241-4199)

　村では、平成15年度の村民税・県民税等の申告

受け付けを実施します。これは、平成14年中に得

た所得を申告するもので、平成15年度の村・県民

税や国民健康保険税などの課税基礎となりま

す。また、村・県民税課税証明書（所得証明書）

なども、この申告に基づいて発行されますの

で、必ず期限内に申告してください。

■日 程 等

■問 合 せ　企画総務部税務課住民税係（内線

1117）

お忘れなく!　村民税・県民税の申告家ネズミ・野ネズミの一斉駆除を実施!

科学の祭典を開催します。皆さんお誘い合わ

せの上、ぜひご来場ください。

■日　　時　２月15日（土）・16日（日）　午前９

時30分～午後３時30分

■場　　所　総合体育館

■内　　容　ワークショップ（体験コーナー）など

■入 場 料　無料

■問 合 せ　教育委員会社会教育課生涯学習係

（内線1424）

「青少年のための科学の祭典茨城大会ＩＮ東海」

　選挙管理委員会では「平成15年度東海村農業委

員会委員選挙人名簿」を縦覧に供します。この名

簿に登載される方は、　昭和58年４月１日以前に

誕生　世帯の耕作面積は10アール以上　年間の耕

作日数がおおむね60日以上――の方です。この名

簿の縦覧をご希望の方は、選挙管理委員会へお

越しください。

■期　　間　２月23日（日）～３月９日（日）

■時　　間　午前８時30分～午後５時

■問 合 せ　東海村選挙管理委員会（企画総務部

総務課内　内線1313）

東海村農業委員会委員選挙人名簿の縦覧

　薬剤による家ネズミ・野ネズミの一斉駆除を

実施します。

■実 施 日　２月23日（日）　

■場　　所　村内家屋および村内畑地全域

■そ の 他　①駆除薬剤散布希望者の区加入者

には区長・組長から配布されますが、区未加

入者には２月13日（木）から２月21日（金）（※

土・日曜日は除く）の午前９時から午後５時ま

での期間、経済環境部環境保全課（役場行政棟

４階）で駆除薬剤を配布します。②駆除薬剤の

散布は、実施日を間違えずに都合の良い時間

帯に行ってください。③村内在住でペット等

を飼っている方は、散布日から１週間、ペッ

ト等の放し飼いにご注意ください。

■問 合 せ　家ネズミについては経済環境部環

境保全課環境保全係（内線1452）、野ネズミに

ついては経済環境部経済課農政係（内線1433）

へお問い合わせください。

申告受付日

２月10日（月）

２月12日（水）～14日（金）

２月17日（月）～20日（木）

２月21日（金）

２月24日（月）

２月25日（火）

２月26日（水）

２月27日（木）

２月28日（金）

３月３日（月）

３月４日（火）

３月５日（水）

３月６日（木）

３月７日（金）

３月10日（月）

３月11日（火）

３月12日（水）～14日（金）

３月17日（月）

指定地区等

　年金受給者で昨年の収入が年金のみの

方（村からの通知が届かない方でも昨年の

収入が年金のみの方は申告できます）。

宿

真崎

須和間・押延

白方・豊白

岡・船場

百塚・南台・緑ヶ丘

豊岡・亀下

川根・照沼

内宿１区・内宿２区

外宿１区・外宿２区

竹瓦・舟石川３区

舟石川１区

舟石川中丸・舟石川２区

全地区

全地区

駅西地区の住居表示実施に伴う現地調査について

 期日

11（火）

16（日）

23（日）

病医院名

東海病院

東原クリニック

東海病院

電話番号

282-2188

283-2301

282-2188

　村では、平成15年６月30日に実施する駅西地
区（舟石川駅西一丁目～四丁目）の住居表示に伴

ない２月10日（月）から３月15日（土）の期間、駅西

地区（下記地図参照）の現地調査を、委託業者「㈱

ヤチホ」が行いますのでご協力をお願いします。

なお、詳細については福祉部住民課住民係（内線

1125）へお問い合わせください。
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　72年に一度の金砂大田楽公開と記念イベント

「海と山のまつり」を行います。

◆期　　日 ３月24日（月）～28日（金）　

◆時　　間 午前８時～午後８時（24日は午後３

時から開催）

◆場　　所 水木海岸、大甕駅前通り

◆内　　容 水木海岸では３月25日（火）に西金

砂神社、３月28日（金）に東金砂神社の田楽舞が

披露（午前８時からの公開）され、その他、郷

土芸能の交流や薪能など多数のコンサートを

行います。また、大甕駅前通りでは、３月26

日（水）・27日（木）に日立風流物の公開をはじめ

民俗芸能の競演などを行います。

◆問 合 せ 日立市観光課（　0294-22-3111）

　

　野口雨情の童謡を歌い継ぎ、世界中の子ども

たちの健やかな成長を願うことを目的に開催し

ているもので、入場料は無料です。

◆日　　時 ２月22日（土）　午後12時30分開演

◆場　　所 北茨城市民ふれあいセンター

◆内　　容 童謡の集い（童謡コンサート/みん

なで歌おう）　童謡作詞コンクール表彰式（楽

曲披露）　企画コンサート

◆問 合 せ 雨情の里童謡フェスティバル2003

事務局（北茨城市生涯学習課内　　0293-43-

1111）

日立市●「海と山のまつり」

北茨城市●童謡フェスティバル2003

　総務省認可法人平和祈念事業特別基金では、

恩給欠格者、引揚者の皆さまに慰謝の念を示す

ため、内閣総理大臣名の書状などを贈呈してい

ます。福祉部福祉課（役場行政棟１階）に備え付

けの請求書に必要事項を記入の上、総務省認可

法人平和祈念事業特別基金(〒163-0231　東京都

新宿区西新宿2-6-1)へ郵送で申し込みください。

■問 合 せ 総務省認可法人平和祈念事業特別

基金（　0120-234-933）または福祉部福祉課地域

福祉係（内線1167）

中央公民館がホームページ開設しました
　中央公民館では、ホームページを２月10日（月）

から公開します。ホームページアドレスは、

http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/kouminkan/

です。ぜひ、ご利用ください。

■問 合 せ 中央公民館

成人の集い記念写真を配布中
成人の集い「20th　Anniversary」で撮影した記念

写真を配布しています。成人の集いで写真撮影に

参加した方は、お早めにお受け取りください。

■配布期間・場所・問合せ　３月31日（月）までの

午前８時30分から午後５時15分まで、教育委

員会社会教育課生涯学習係（内線1424　役場行

政棟４階　土・日曜日、祝日を除く）または中

央公民館（日・月曜日、祝日を除く）で配布し

ています。

第３回土地利用懇談会を開催します

　第24回茨城県警察音楽隊定期演奏会を開催しま

す。ぜひ、ご来場ください。

■日　　時 ２月22日（土）　午後２時開演

■場　　所 県民文化センター（大ホール）

■演奏内容 第１部…歌劇「運命の力」序曲ほか

第２部…ディキシー・オン・パレードほか

■問 合 せ 茨城県警察本部総務課広報広聴室

音楽隊（　301-0110　内線2525）または茨城県警

察音楽隊（　301-7018）

お ま わ り さ ん の コ ン サ ー ト

恩給欠格者、引揚者の方へ
　仕事等が忙しく保育園などの迎えの時間が間

に合わない、冠婚葬祭などで子どもを連れて行

くことができないなど、育児中にさまざまなこ

とでお困りになることはありませんか。21世紀職

業財団では、財団で養成した保育サポータ―が

お困りの時間をサポートします。

■費　　用 依頼者と保育サポータの話し合い

で報酬を決めていただきます。

■問 合 せ （財）21世紀職業財団茨城事務所（　

029-226-2020）

保育サポーターが育児を応援します

費

用

無

料

　村では、都市計画に関するまちづくりの考え

方と方向性を示した「東海村都市計画マスタープ

ラン」を策定しましたので、下記の日程により懇

談会を開催します。どうぞ、ご参加ください。

■日 程 等

ａ

■時　　間 午後７時～８時30分

■問 合 せ　建設部都市計画課都市整備係（内線

1232）

期　日
２月26日（水）
２月27日（木）
２月28日（金）
３月５日（水）
３月６日（木）
３月７日（金）

場　所
村松コミュニティセンター
白方コミュニティセンター
舟石川コミュニティセンター
石神コミュニティセンター
真崎コミュニティセンター
中丸コミュニティセンター
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夢は…。“ドラム奏者”
か が え まさゆき

舟石川小学校６年●加賀江　優幸

　ぼくの夢は、ドラム奏者です。その理由は、３年生の

ときに舟石川小学校の吹奏楽部に入部したのがきっかけ

です。

　吹奏楽部に入部した当初から、打楽器を担当していま

す。音楽をやっていけばいくほど、音楽が楽しくなり、

楽器で演奏する楽しさが分かってきました。

　また、昨年の大みそかにテレビで「紅白歌合戦」を見ま

した。その歌合戦に出場していたバンドのドラム奏者を

とても素晴らしいと思いました。

　将来、バンドを作って、ドラムをたたきたいです。そ

して、ぼくたちのバンドの演奏をたくさんの人に聴いて

もらい、音楽の素晴らしさをみんなに伝えたいと思いま

す。

　ぼくは、その夢のためにもっと練習して頑張りたいと

思います。

Dream-23

　

東
海
村
に
来
て
も
う
す
ぐ
二
年
。
毎

日
忙
し
く
、
振
り
返
れ
ば
短
い
二
年
間

で
し
た
。
自
営
業
の
た
め
、
一
緒
に
子

ど
も
と
過
ご
せ
る
時
間
が
少
な
く
、
い

つ
も
心
配
し
て
い
る
私
た
ち
を
よ
そ

は
る
か

に
、
娘
の
遥
は
先
月
の
十
二
日
で
満
一

歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

遥
に
と
っ
て
親
は
お
義
母
さ
ん
。
子

育
て
を
し
て
、
仕
事
で
も
私
た
ち
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
お
義
母
さ

ん
に
い
つ
も
頼
っ
て
し
ま
い
、
感
謝
す

る
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
私
も
頼
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
母
親
と
し
て
、
大

き
く
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
夫
は

結
婚
前
は
少
し
子
ど
も
が
苦
手
だ
っ
た

の
で
す
が
、
遥
が
生
ま
れ
て
別
人
の
よ

う
に
子
ど
も
好
き
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
夫
も
子
育
て
に
協
力
的
な
の
で
、

大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

一
歳
に
な
っ
て
意
思
を
持
ち
始
め
た

遥
は
、
少
々
頑
固
で
「
こ
れ
」
と
思
っ
た

こ
と
は
絶
対
に
譲
ら
な
い
性
格
で
す
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
優
し
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
自
分
の
食
べ
て
い
る
物

を
、
私
た
ち
の
口
元
へ
持
っ
て
き
て「
あ

げ
る
」と
差
し
出
す
娘
の
顔
は
、
笑
顔
で

わた なべ な な

渡辺菜生ちゃん●

　

村　　 松
幼稚園

かるた取り
　幼稚園で仲良しのお友達とかるた
取りをしたときの様子をかいてくれ
た菜生ちゃん（５歳）。
　「かるた取りは初めてだったれど半
分ぐらい取れたよ。かるた取りが大
好きになった」と、笑顔で話してくれ
ました。

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
遥
は
歌
が
一

番
好
き
で
す
。
曲
に
合
わ
せ
て
、
手
を

た
た
い
た
り
、
体
を
上
下
に
揺
ら
し
た

り
し
な
が
ら
踊
っ
て
い
ま
す
。
夫
は
そ

ん
な
娘
を
見
て
、
一
緒
に
踊
る
の
が
楽

し
み
の
よ
う
で
す
。
車
の
中
で
好
き
な

歌
を
聴
き
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
ブ
す
る
日

曜
日
は
、
と
て
も
ご
機
嫌
な
様
子
で

す
。
私
た
ち
も
こ
の
日
は
遥
と
ず
っ
と

い
ら
れ
る
唯
一
の
時
間
。
今
日
は
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
と
い

う
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
子
ど

も
の
成
長
は
と
て
も
早
い
の
で
、
毎
週

見
て
い
て
同
じ
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

先
週
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
で
き
て

得
意
な
様
子
の
娘
。
本
当
、
子
ど
も
の

成
長
に
は
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

不
安
と
期
待
で
始
ま
っ
た
子
育
て

も
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
私
は
娘
の

持
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
可
能
性
を
、

い
く
つ
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
一
緒
に
そ
の
大
切
な

可
能
性
を
見
つ
け
、
そ
し
て
育
て
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
成
長
し
て
い
く
娘
を

応
援
し
た
い
で
す
。
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